
今月のマメ知識：【マイナス金利政策の解除でどうなる？】 

2024 年 3 月に日本銀行は、17 年ぶりにマイナス金利政策を解除しました。また 2025 年 1 月には、政策金利の

引き上げが決定しました。これにより私たちの預金の利子も、少しずつ増えていく可能性があります。ご存知 

の方もいらっしゃると思いますが、この利子にも税金がかかります。税率は 20.315％ 

で、その内訳は所得税が 15％、復興特別所得税が 0.315％、住民税が 5％です。例え 

ば 1000円の利子があった場合、203円が税金として差し引かれ、797円が実際に受け 

取る金額になります。この仕組みを「源泉徴収」といいます。銀行が自動的に税金を 

計算して国に納めるため、私たちが自ら税金を計算したり確定申告などをする必要の 

ない便利な仕組みです。会社員の給料から差し引かれる税金も同様です。預金通帳に

は税引き後の金額のみが記載されているので、気づかない人も多いようです。これは国が効率よく税金を徴収

できる仕組みで今後、預金の利子が増えれば、国の税収も増えていくことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「春の陽気とイヤイヤ期」（船越） 

 確定申告もひと段落し、気づけば春の気配を感じられるようになりました。先週末は、久々 

に家族団らんで京都市動物園に行きました。天気も良く、気温も非常に過ごしやすく、まさに 

絶好の動物園日和！ただ、もうすぐ 2歳の息子は絶賛イヤイヤ期で、なかなか思うように園内 

を回ることができず、親としては少し大変でした（笑）調べてみると､「イヤイヤ期」は、子ど 

もが自我を育て、自分の意思を持ち始めた証だそうです。駄々をこねる息子の要求に完璧に応 

えることは難しい場面もありますが、子どもの気持ちに寄り添いながら、「今だけの成長の一 

場面」と捉え、ポジティブに子育てを楽しみたいと思っております。 

写真は、カバを見てご機嫌になった息子が、カバの大きな口を手で表現している一枚です。言葉ではまだ難

しくても、表現力が少しずつ育ってきているのを感じた、心温まるひとときでした。 

 

 

 

船越税理士法人通信 

今月の偉人：【ペーター・ベーレンス】 

ペーター・ベーレンスは20世紀初頭に活躍したド

イツの建築家、工業デザイナーです。ハンブルグ

に生まれ、画家やグラフィックデザインでキャリ

アを開始した後、建築家に転じます。開設した事

務所にはコルビジェも在籍、モダニズム建築の発

展に影響を与えました。またドイツの電機メーカ

ーＡＥＧ社の顧問に就任、インダストリアルデザ

イナーの先駆けとして照明や家電のデザインを手

掛けました。「Less is more（少ないほど豊か）」

という言葉で「引き算の美学」を残しています。 

今月のキーワード：【inspection】 

4 月から車検の受検期間が、有効期間満了日の 1 カ

月前から 2 カ月前に拡大されます。車を日常的に使

っていると、検査に出すタイミングがなかなか難し

い の で あ り が た いです ね 。「車 の 検 査 」は

“automobile inspection”です。“inspection”に

は、他に「精査・監察・視察・点検」などの意味も

あり“administrative inspection”「行政監査」、

“ nuclear inspection”「核査察」、“ tour of 

inspection”「視察」、“immigration inspection”

「入国審査」などと多くの場面で使われています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船越税理士法人 

〒620-0054  

京都府福知山市末広町 1-1-1 中川ビル 3 階 

ＴＥＬ：0773-22-3708 ＦＡＸ：0773-22-7343 

http://www.f-office301.com 

E-mail：info@f-office301.com 

皆様のご感想をお待ちしております☺☺☺☺☺☺☺ 

ハンバーグをこねたあとは肉の脂

で手がベタベタしますね。この汚

れは、砂糖で落とすことができま

す。砂糖小さじ 1 を片方の手のひ

らにのせ、十秒くらい両手でこす

り合わせてから一度流し、さらに

ハンドソープで洗うと脂がスッキ

リ落ちてきれいになります。 

 

アメリカの歌手であるボブ・ディ

ランの言葉。鳥にとっての「空」

は、人にとっての「社会」なのか

もしれない｡空があるから鳥であ

り、社会の一員だから人である。 

 

今月のトピック：【ソバーキュリアス】 

アルコールをあえて飲まない「ソバーキュリアス」なライフスタイル

を選択する人が増えています。需要を受けて、ノンアルコールビール

の種類も増えておいしさもアップしました。さらに同様のワインなど

も登場しています。「シラフ＋好奇心」という語源の通り、飲めない

人も飲まない人もそれぞれ楽しむ。お酒の世界も多様性の時代です。 

今月の商売のヒント：【人生を豊かにする人間関係の質】 

誰とどのように付き合うかで人生の色彩は大きく変わります。この

観点から見ると、人との関わり方には興味深い三つの層があるよう

に思えます。まず同じ顔ぶれとの付き合いを好み、そこに終始する

関わり方。これは確かに居心地良いものの、新しい視座を得る機会

は限られ、ともすれば自己満足の殻に閉じこもりがちです。慣れ親

しんだ環境に安住するあまり、自身の成長の可能性を狭めてしまう

危うさをはらんでいるでしょう。仮にこれを「三流の関係性」とし

た場合、多くの人々との出会いを追い求めるのは「二流の関係性」

といえそうです。多様な出会いは大いに刺激的で価値もあります

が、それが表層的な名刺交換程度で終わってしまっては本末転倒で

す。広く浅い人間関係は一見、華やかに見えても「数」を重視する

と、本質的な心の通い合いを欠いてしまうことが多いです。では

「一流」と呼ばれる人々に共通するのは、どのような形の関係性

か。それは、目の前の一人一人を大切にする 

姿勢です。その時、その瞬間の対話に真摯 

（しんし）に向き合い、相手との信頼関係を 

丹念に紡いでいく。決して効率や利益だけを 

追求するのではなく、互いを理解し、尊重し 

合う関係を築くことで、結果として揺るぎな 

い人脈が、自然と形成されていくのだと思います。人間関係に完璧

な答えはありませんが、目の前の出会いを大切にする姿勢は、人生

を豊かにする鍵となりそうです。新しい出会いを大切にしながら

も、一期一会の精神で一人一人との関係性を深めていく。せっかく

なら「一流の関係性」をベースにした商売に励み、人生そのものを

豊かにしていきたいものです。 

【禁忌の子】 

現役医師である山口未桜が描く第 34 回

鮎川哲也賞受賞作のミステリー。搬送さ

れた溺死体は、なぜ救急医と同じ顔なの

か？寝不足になること必至の一冊です。 


